
令和２年度  北海道小学校長会地区活性化支援事業 【実践事例レポート】 

1 報告地区    : 檜山地区 

2 事例報告学校名 : 江差町立南が丘小学校 

3 報告者職・氏名 : 校長 吉 川  聖 

4 キーワード   : 組織的な学校改善～学力向上の取組 

 

１ はじめに 

  本校は、児童数66名、本年度は一部学年において複式学級となるなど、児童数の減少が著し

い。以前は漁業で栄えた地域であるが、現在はその職に就く保護者はなく、道の出先機関の公宅

が校区内に点在し、毎年児童の転出・転入、殊に近年は転出が多く、また少子化等の問題から児

童数の減少に歯止めがかからない。 

  そのような環境の中、平成 25年度に道教委による「学校力向上に関する総合実践事業」の実践

指定校となり、現在に至っている。加配等の措置により現在の本校の全教職員数は 19名と、学校

規模をみても、職員配置等非常に恵まれた環境にある。 

  本稿では、本校が「学校力を高める取組」を通して、組織として全教職員が同じベクトルで教

育活動を実践する取組の中から「一致協力の体制を確立して効果を上げた取組」の一部について

紹介する。 

 

２ 学力向上に向けた組織的な取組 

本校では、平成29年度より学校評価 

結果をもとに全教職員にてグループ討議 

を実施し、学力向上に向けた改善策等を 

考える「みんなで考える」会議（通称： 

MKK）を実施している。具体策をもって 

の取組が難しいものもあるが、学校の取 

組に対して、全教職員がベクトルを揃え 

ることを学校改善の基本と捉え、この会 

議は現在も続けている。 

 

 

 

３ 具体的な取組 

（１）学習プリントの活用 

 ① 朝学習の時間の見直し 

   平成29年度の教研式標準学力検査 CRTにおいて、国語科における課題が浮き彫りとなった。

そこで日常の授業改善と同時に、始業前の限られた時間の効果的な活用方法について、学習力

向上部から出された案をもとに、全体で協議を重ねた。朝読書と朝学習実施が本校児童に必要

不可欠であるとし、日課表の変更と合わせて、効果的な朝学習を行うためのプリントフリーの

問題をまとめた独自の国語科読解プリントを児童に配付し、継続的かつ計画的な朝学習の時間

を設定した。 

 

 

 

 

 

 

本校の「弱み」「強み」を出し合い課題解決

に向けた策を考えた。 



今年度は算数科の課題克服に向け、算数プリントを作成。「標準」「習熟」「文章題」3種類の

問題を全学年分用意し、朝学習の充実を図っている。 

 

② 学習環境を整えるために 

   上記の取組にあたり、「誰が」「いつ」作成するのかが課題となってきた。そこで本校では、

事務職員が学校運営に積極的に参加するための校務分掌組織を活用できないかと考えた。実施

に向けて、管理職、主幹教諭、教務主任、学習力向上部、事務職員（２名）にて協議を重ねた。

結果、予算面を含めた計画づくりから問題印刷まで、新たなミッションを担う事務職員が中心

となり業務を進められたことにより、学級担任の負担がなく、短期間でのプリント作成と計画

した朝学習実施に迅速に対応できた。 

 

③ 日常の授業等でも積極的に活用できるように 

   この学習プリントの最大の特徴が、朝学習のみなら

ず、授業時間及び宿題等でも必要な問題だけを活用で

きた点にある。本校は、算数科において「教えて考え

させる授業」の実践を行っているが、学習過程後段の

「深化問題」において、この学習プリントは効果的に

活用された。また、指導者が家庭の協力を得て購入し

た問題集の内容すべてに取り組まなければならないと

いう思いから解放され、必要な問題のみを使用できた。

このことにより指導者が意図した問題で確実に児 

童に力を身に付けることができたと同時に、児童自身、 

家庭学習等で積極的に活用できることも利点の一つで 

ある。これらのことから、この取組が、本校

では積極的に行われることとなった。 

 

（２）日常の授業改善 

 ① ピクトグラムの活用 

   本校では、単元の指導計画等の中で独立行

政法人教職員支援機構のピクトグラムを活用

し、「主体的・対話的で深い学び」のどの部分

に関わりのある時間なのかを明確にしている。

「指導事項」「言語事項」「児童の実態」を考

慮し「身に付けさせたい力」をもとに授業を

デザインすることで、「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業づくりの推進につ 

ながった。 

 

３ おわりに 

  以上のような取組は、当初、国語科に絞って 

実施した。この「組織的な学校改善～学力向上 

の取組」の結果、全国学力・学習状況調査や教 

研式標準学力検査CRT等から、確実に本校児童の国語科の学力向上が図られたと分析された。 

 今年度は新たに算数科において、全教職員で児童の実態を再度見つめ直し、具体的な策を見出 

し、組織としての取組の充実を図っている。本校では、今後も取組に対する評価・改善を重視し、 

児童の学力向上に努めていきたいと考えている。 
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主体的な学び 

〈興味や関心を高める力〉 

対話的な学び 

〈協働して課題解決する力〉 


